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支援機器 SACH 足、ESAR 足 

分類(ISO9999) 06：義肢装具 

試験相 第 4 相試験 

研究仮説（目的） 

の概要 

SACH 足と比較して ESAR 足はより好ましいロールオーバー形状と優れたプッシュオフ機能を

備えており、ステップ間の移行コストを低減する 

研究デザイン 群内比較（逐次対象） 

障害・疾患 切断 

対象者・数 障害者 15 人 

主要アウトカム COM（center of mass）の加速度、COM（center of mass）の機械的仕事量、プッシュオフの仕

事量、ロールオーバー特性 

副次アウトカム 1 COP（center of pressure） 

副次アウトカム 2  

副次アウトカム 3  

副次アウトカム 4  

副次アウトカム 5  

統計学的検定 有 

結果の概要 SACH 足よりも ESAR 足のほうがプッシュオフでの前方への加速度が大きく健側の接地期の後

方の加速度は小さい 
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